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私たちは動物とどう向き合うのか。
動物園・水族館教育の双方を論じる本邦初の書。
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　コロナ禍による社会の変化やSDGs の普及等による価値観の変化などを受け、新し
い姿に変わろうとしている動物園・水族館。
   本書では、教育・環境教育をその機能の一つとしてもつ動物園・水族館の理念や活動
について、研究者や動物園・水族館職員、環境NPO職員などの多彩な執筆者が論じ、
動物園・水族館がもつ独自の教育的価値と新たな可能性を提言する。
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 視点Ⅲ　ポストコロナ社会における水族館教育
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　 補論２　私たちは動物とどう向き合うのか―家畜が消える日！？

   終 章 博物館としての動物園・水族館の課題と可能性

おわりに 博物館法に沿った動物園水族館教育の在り方と課題
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●博物館としての動物園・水族館の位置づけを確認し、生物多様性を学ぶ場としてはもちろん、  
   地域社会に根ざしたコミュニティとしての機能を強めつつある動物園・水族館の未来を見据
   えるとともに、課題解決を読者とともに探る。
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